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都市環境委員　芋川　ゆうき2026年度
都市環境委員会行政視察報告書　
志布志市

2026.10.26～28日の２泊３日の

都市環境委員会の行政視察の報告書です。

・日時：10/26～28日

・行先と視察内容：

①福岡県みやま市、バイオマスセンター「ル

フラン」など

②「博多まちづくり推進協議会」

③鹿児島県鹿児島市「鹿児島環境未来館」

④鹿児島県志布志市「そおリサイクルセンタ

ー」等

 本報告書については④志布志市のリサイク

ルの取り組み「そおリサイクルセンター」

の現地視察の報告になります。

１．志布志市のリサイクルの取り組みと日

本一のリサイクル率に至る経緯

２．使用済み紙おむつのリサイクルに関す

る視察内容

（１）使用済み紙おむつの再資源化に取り

組む背景と目的

（２）使用済み紙おむつの回収・処理・再

資源化の仕組み

（３）事業の実績と課題、今後の展望

３．おわりに（目黒区の現状と今回の視察

を踏まえた今後の取り組みについて）

お問い合わせ

090-4206-2048
imokawa007@gmail.com

↑左上・缶（スチール、アルミ）のリサイクルのようす
左下・生ごみリサイクルの取り組みを記したボード　右・志布志市の農業風景の一つ、一面のそばの花



１・志布志市のリサイクルの取り組みと
日本一のリサイクル率に至る経緯

『混ぜれば「ごみ」、分ければ「資源」』

　背景・課題　焼却場を持たない自治体の取組として始まる

・平成２年に最終処分場を建設した当時、分別せず全てのごみを埋め立てしていった場合

平成１６年には埋立処分場が満杯になる試算となった。

⇒・検討を重ね、ごみ焼却施設をつくらず、リサイクル推進によるごみ埋立の減量化、最終処

分場の延命化を選択

⇒・平成１１年から本格的にごみ分別を始める（資料により１３品目や１９品目と違いがある）

⇒・平成１６年には、生ごみ分別収集を開始し、生ごみを使って堆肥を作るリサイクルを行う

⇒・当初より、約８割の埋立ごみの減量に成功しリサイクル率は、令和５年度７５．６％。現

在令和５年度まで１９年連続全国１位のリサイクル率を維持している（市単位で平成１７年か

ら）

こうした取り組みは　志布志モデル　として、フィジーなどの海外でも研修が実施された。

⇒・さらに埋立ごみの１割以上を占めていた使用済み紙おむつの水平リサイクルを民間企業と

連携し令和６年度から分別収集を開始した。

↑志布志市ホームページより・リサイクル率の状況と取り組みの一部



↑志布志市ホームページより・ごみ分別表



２・使用済み紙おむつのリサイクルに関
する視察内容

　使用済み紙おむつのリサイクルに関する視察内容

（１）使用済み紙おむつの再資源化に取り組む背景と目的

　分別推進後の１，２割が使用済み紙おむつだったため、さらに埋立ごみを減らすため民間企

業との協定を経て再資源化に取り組む。平成２８年のモデル地区から進め、令和６年度から市

内全域で回収を開始

（２）使用済み紙おむつの回収・処理・再資源化の仕組み

　使用済み紙おむつをごみステーションに設置したボックスで回収。

処理を施しパルプなどにしてから紙おむつとして製品化など

（３）事業の実績と課題、今後の展望

実績は、令和６年度で168．3トン

最終処分場の延命化→約１３年の効果

リサイクル率→約４％向上に寄与する

企業版ふるさと納税などにも参加し、リサイクル１００％をめざして

↑そおリサイクルセンターにて、水平リサイクルイメージ展示

→志布志市ホームページより・使用済み紙おむつの回収について　↑回収ボックス



３．おわりに（目黒区の現状と今回の視
察を踏まえた今後の取り組みについて）

↑表紙にも使用した市内の白い可愛い花をつけた、一面のそばの畑

↓視察先の志布志市そおリサイクルセンターで、志布志市職員の方と一緒に撮影



　目黒区では、令和６年度のリサイクル率は２

５．４％となっています。区は「目黒区一般廃棄

物処理基本計画」において、令和１５年度までに

区民１人１日当たりのごみ量を４００グラム、リ

サイクル率を４０％とする目標を掲げ、ごみの減

量と資源化に取り組んでいます。

　また、東京２３区のごみ処理は、各区が収集・

運搬を担い、東京二十三区清掃一部事務組合が焼

却や破砕などの中間処理を行い、最終処分につい

ては東京都が管理する埋立処分場で行う仕組みと

なっています。こうした広域的な処理体制の中

で、ごみの減量と資源化を一層進めていくことが

求められています。

　今回視察した志布志市では、最終処分場の残余

容量という切実な課題を出発点に、市民参加によ

る徹底した分別収集と資源化を進め、ごみの大幅

な削減を実現してきました。さらに、全国トップ

クラスのリサイクル率を達成した後も、使用済み

紙おむつという新たな資源化の対象に着目し、取

り組みを進めていることが印象的でした。

　特に、使用済み紙おむつは、今後の高齢化の進

展や介護需要の増加に伴い、排出量の増加が見込

まれる廃棄物です。現在、目黒区では紙おむつは

燃やすごみとして収集されていますが、志布志市

のように再資源化を進めることができれば、ごみ

の減量だけでなく、限りある資源の有効活用や焼

却に伴う環境負荷の軽減にもつながる可能性があ

ります。

　東京都においても、使用済み紙おむつのリサイ

クルに向けた実証事業や、区市町村への支援を進

めています。こうした動向も踏まえ、目黒区にお

いても、家庭や介護施設、保育施設などから排出

される使用済み紙おむつの量や回収方法、再資源

化の可能性、費用対効果などについて調査・研究

を進める必要があると考えます。

　私は、これまでもリサイクル率の向上や循環型

社会の実現に向けて、生ごみコンポストや生ごみ

乾燥機の購入助成、園芸土の回収と再利用の仕組

みづくりなどについて、議会で取り上げてきまし

た。しかし、こうした身近な資源循環の取り組み

についても、区の施策として十分な進展が見られ

ていないのが現状です。ごみの減量や資源化を進

めるためには、大規模な施設整備だけでなく、区

民が日常生活の中で取り組める仕組みを整え、区

が積極的に後押ししていくことも重要です。

　現在、東京都は家庭ごみの有料化を含めたごみ

減量施策の検討を区市町村に促しており、東京２

３区においても今後の課題となっています。都は

有料化によってごみの排出抑制やリサイクル率の

向上を図るとしているが、まず取り組むべきは、

区民に新たな経済的負担を求めることではなく、

行政が責任を持ってごみの減量と資源化を進める

ことではないでしょうか。ごみの有料化を前提と

するのではなく、有料化に頼らずにごみを減らし

ていくためにも、分別収集や資源回収の仕組みを

充実させ、再資源化できるものを確実に資源とし

て循環させる取り組みを強化する必要がありま

す。

　もちろん、志布志市と目黒区では、人口規模や

人口密度、ごみ処理施設の整備状況などが大きく

異なり、同じ仕組みをそのまま導入することは容

易ではありません。しかし、今回の視察を通じ

て、ごみを単に処理するものとして捉えるのでは

なく、資源として活用する視点を持ち、地域の実

情に応じた仕組みをつくることの重要性を改めて

認識しました。

　今後は、目黒区独自の取り組みを進めるととも

に、東京二十三区清掃一部事務組合や東京都とも

連携し、使用済み紙おむつの再資源化をはじめと

する新たな資源循環の可能性について検討を深

め、ごみの有料化に頼らないごみの減量と循環型

社会の実現に向けて取り組んでいきます。

芋川
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